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「

と定められています。

越谷ユネスコ協会の本年の総会に於いて、具体的な実践事業・活動として、理事会・役

員会（年 7回開催）・いのちの大切さ講座（11月～12月小学生対象に開催）・関東ブロック・

ユネスコ活動研究会群馬大会参加・チャリテイ茶会（平成 27年 2月 1日開催）世界寺子屋

運動（３つの実践）等、基本的には、身近なところから、できることから、無理せず、あ

せらずに、日々実践に努め、会員相互の親睦を深めつ

第 16回 越谷ユネスコ協会総会 開催

越谷ユネスコ協会 中野茂会長

平成 27 年度越谷ユネスコ協会総会が

6 月 11 日市民会館会議室で開催されま

した。総会の冒頭に、中野会長から、越

谷北ロータリークラブ創立 40 周年記念

式典の御案内を頂き、出席し、式典の中

で我が越谷ユネスコ協会に「活動支援

金」を頂戴しましたとお話がありました。

改めて、ユネスコ協会に対する越谷北

ロータリークラブとの深い絆を感じま

したと述べられました。

また、会長から「文化は、こころの洗

濯である」と題し、挨拶がありました。

先日「秘すれば花」の演題で観世流シ

テ方（※シテ方とは、能を演じる主役）

の重鎮で地元、登戸町出身の関根祥六先

生から「能楽」についてのお話を伺う機

会がありました。

御承知の通りお能は、ユネスコ第 1回

世界無形遺産認定〝能楽〟が守り伝え

よう人類の口承及び無形遺産の傑作と

して 2001年（平成 13年）5月に宣言さ

れています。以前、文教大学の文学部開

設記念の講演で作家「井上 靖」先生か

らも「伝統文化は守り育てていかなけれ

ば消え失せてしまう。」と話されたこと

を思い出します。

関根祥六先生は講演の中で、標題であ

ります「文化は、こころの洗濯である」

と申され「お能」もその一つであると言

っています。お話を伺いながら、わたし

は〝こしがや能楽 町づくり〟のこと

に思いをめぐらしながら歩みを回想し

てみました。

1990 年（平成 2 年）9 月「市民能楽
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育成事業」がスタートし、1993 年（平

成 5年）5月「日本文化伝承の館 こし

がや能楽堂」が開園され、2001 年（平

成 13年）5月に「お能」が「世界遺産」

に前述のとおり認定を受けました。

今年、2016年（平成 28年）5月 毎

年実施している「こども能楽教室」には、

市内全小学 6年生（約 3000人）が参加

して行われました。秋には、9 月 17 日

（土）「第 27回こしがや薪能」が予定さ

れていることなど、〝守り育てるという

こと〟の努力は続くものと思います。

これからも美しい日本のさまざまな

伝統文化のひとつとして、日本庭園花田

苑・能楽堂を拠点に老若男女が集い〝こ

ころの洗濯としての文化活動〟として、

茶・華道をはじめ、獅子舞・里神楽など

の郷土芸能、日々の生活文化活動に至る

まで守り育てていくことが「日本人のこ

ころ」しいては「こころの洗濯」に結び

つくものと挨拶がありました。

総会議題

第 1号議案平成 27 年度事業報告

第 2号議案平成 27 年度決算報告

     監査報告

事業について、一部質問が出ました

が説明により了承されました。

（※ビブリオバトル助成について）

〝ビブリオバトル〟とは、学生たちが

好きな本を持って、ひとり５分間の持ち

時間の中で、その本の魅力を語り、どの

本が一番読みたくなったかを競う書評

会です。

第 3号議案平成 28年度事業計画案

第 4号議案平成 28年度予算案

「いのちの大切さ」講座（2校予定）・

チャリテイ茶会平成 29 年 1 月 29 日

（日）開催することが了承され、世界寺

子屋運動「書き損じはがき回収」事業の

継続も了承されました。

今期創立 15 周年ということで、記念

事業（平成 28年 10月 15日）を行うた

めの準備委員会を立ち上げ、準備を開始

したことの了承を得ました。

事業計画を進めるにあたり、皆さまの

ご協力、また、あたらしい方の御協力を

お願いします。

「いのちの大切さ」講座開催

●平成 28年 3月 11日金曜日

  蒲生第二小学校 3年生 123名参加

●平成 27年 10 月 28日水曜日

越谷小学校 6年生対象に実施

（※平成ライオンズクラブ主催に対し

越谷ユネスコ協会が後援・補助）

本物の聴診器を用い、子どもたち同

士・また大人の「心臓」の音を聞きくら

べ、せんげん台駅東口近くで「あゆみク

リック」を開業されている藤川万規子先

生のお話を聞き、「心臓」は、なくては

ならいもの、止まってしまったら死んで

しまう！ 大事なものだということを

学んだことと思います。

私たち「越谷ユネスコ協会」は、子ど

もたちの健やかな成長を願い、平成 28
年度も市内小学校 2 校で実施する予定

です。（学校行事により時期未定）
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チャリテイ桜の茶会 開催

平成 28 年 3月 13 日日曜日

   越谷市日本文化伝承の館

こしがや能楽堂

前日の準備から、大勢の役員さんの御

協力で、越谷ユネスコ協会チャリテイ茶

会も恒例となり 15 回も続けることがで

きました。今年は、西行法師の桜の歌を

テーマに取り上げ、ひとあし早く能楽堂

は桜の花で満開の趣向としました。

450 名以上のお客様を迎えて大盛況

で子どもたちの参加にも注目を浴びま

した。

着物姿ですまし顔。不安ながら大人の

中に混じって、お茶碗をしっかり持って

真剣にお運びさん。

井筒席でお茶を体験する中学生

松風席

   点心（軽食）の様子

一服のお茶で、思いやりの心、奉仕の

心をユネスコ活動を通して体験できま

した。

この感動を大切に次世代を担う子ど

も達のためにも、継続できたらと願って

います。

茶道協会の先生方、会員の皆様方のご

協力に感謝します。

このチャリテイ茶会で約３４万円の

収益金ができました。「世界寺子屋運動」

の活動資金とさせていただきます
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越谷市民まつり 参加

平成 27年 10月 25日（日）に行われ

た「第 41 回越谷市民まつり」に参加し

ました。国際交流「他の国文化を知る」

の観点から、タイの国技である「ムエ・

タイ（タイ式キックボクシング）・タイ

ダンス」のイベントを行いました。

幻想的な音楽の中で、踊るタイダン

ス・迫力のあるキックボクシングのスパ

ーリング（試技）がありました。

一般のひとのキックを受ける

リングのまわりで、たくさんの人にみて

いただき、迫力のあるキック・幻想的な

タイの踊りをみていただきタイの文化

に少しふれてもらったかと思います。

書き損じはがき回収

越谷ユネスコ協会では、越谷北ロータ

リークラブの協力により「書き損じはが

き回収ポスト」を製作し、市内６か所に

設置して「書き損じはがき回収」事業を

行い世界寺子屋運動の活動を行ってお

ります。書き損じはがきは、手数料を差

し引かれ金額分の切手になります。その

切手を、企業・個人の方に売却して現金

化されます。平成 27 年度は約 15 万円

の売却益となりました。皆様のご協力あ

りがとうございました。

書き損じはがき回収ポスト設置場所

越谷市立図書館入り口ロビーのポスト

●越谷市役所本庁舎１階受付脇

●越谷市立図書館●新方地区センター

（新方公民館）●東武線（越谷駅・北越

谷駅・せんげん台駅）駅構内改札口付近

2015年関東ブロック

ユネスコ活動研究会 In栃木

平成 27年 10月 24日栃木県佐野市で行

われたユネスコ活動研究会に理事 7 名

参加しました。各地域の活動を参考に越

谷での活動に役立てたいと思います。


